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昌
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序

本
稿
は
昭
和
二
十
七
年
七
月
厚
生
省
委
蝿
に
よ
り
山
岡
教
授
の
指
導
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
賢
鯨
調
査
報
告
資
料
上
り
一
部
を
ま
と
め

あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。

最
初
に
本
村
の
瓶
視
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
村
の
構
造
と
麹
移
を
明
瞭
な
ら
し
め
、
，
突
に
費
本
家
的
漁
業
の
進
展
、

そ
れ
に
或
は
相
魁
し
或
は
精
着
す
る
網
元
的
漁
業
、
及
び
多
数
の
小
漁
家
群
の
委
を
漁
訟
の
礎
化
の
商
と
此
度
の
全
戸
調
軍
資
料
の
固

で
農
業
及
び
漁
業
の
爾
側
か
ら
分
析
せ
ん
と
試
み
た
。
紙
酉
の
関
係
で
統
計
表
の
説
明
は
主
要
な
る
点
の
み
に
し
て
他
は
省
略
し
た
。

自

然

的

傑

件

京
都
市
の
北
約
四
十
里
、
輿
謝
A
T
島
の
北
端
に
本
庄
村
宇
蒲
入
の
漁
村
が
築
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
重
墨
と
し
た
山
狩
が
急
傾
斜
し

組
合
漁
業
を
め
一
戸
、
る
漁
村
の
質
態

第
七
十
一
一
巻

一
芸
一
九

第
三
披

四



組
合
漁
業
を
め
「
る
漁
村
の
寅
践

第
七
十
二
巻

四
O 

第
三
一
蹴

四

て
日
本
海
に
果
て
る
小
さ
な
入
江
の
波
打
際
に
六
イ
四
戸
の
漁
家
と
四
百
冗
十
七
人
の
村
民
が
締
集
し
て
生
計
を
借
む
村
で
あ
る
。

「
石
に
つ
ま
づ
い
て
屋
根
の
上
に
落
ち
る
」
と
言
う
-
一
日
葉
の
通
り
古
び
た
家
が
女
々
と
重
り
乍
ら
山
裾
を
階
段
献
に
登
っ
て
行
く
。
従

っ
て
耕
地
は
極
め
て
少
く
、
而
も
人
家
か
ら
程
遠
い
山
の
念
傾
斜
聞
に
千
枚
聞
の
名
の
如
く
極
小
面
積
の
岡
地
或
は
畠
地
が
念
カ

1
プ

を
え
が
い
て
展
開
し
て
い
る
o

筆
教
に
し
て
比
較
的
良
い
庭
で
国
反
営
り
十
五
筆
悪
い
鹿
で
は
玩
十
隼
に
及
ぶ
と
一
一
百
う
o

岡
地
面
積
は

一
戸
平
均
に
し
て
同
地
約
二
反
問
畝
、
畠
地
約
二
反
一
畝
と
な
り
ほ
と
ん
ど
の
家
が

家
族
。
飯
米
牧
入
す
ら
完
全
に
は
確
保
出
来
な
い
。
勿
論
浦
入
は
漁
村
で
あ
り
そ
の
中
心
は
漁
業
で
農
業
は
そ
の
片
手
間
の
婦
人
農
業

百
五
寸
=
一
反
問
畝
、
刷
地
は
百
三
イ
ム
ハ
反
八
畝
、

で
あ
る
。
E孟

白
木
庄
村
は
本
庄
上
、
本
庄
宇
治
、
長
延
、
野
室
、
本
庄
渚
及
び
滞
入
の
六
犬
字
か
ら
成
り
、
本
庄
企
及
び
字
治
、
野
窒
は
平
場
農
村
型
、

長
延
は
山
付
型
、
本
庄
績
は
最
莱
を
主
と
し
た
半
農
半
漁
村
型
、
蒲
入
は
漁
村
型
と
一
一
回
大
ま
か
に
隔
別
き
れ
得
る
。

若
干
の
歴
史
的
考
察

間
精
入
の
創
始
は
詳
ら
か
で
な
い
o

足
利
氏
が
軍
政
を
布
い
た
頃
は
戸
数
漸
く
十
戸
、
官
数
え
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
足
利
中
期

以
降
に
は
越
前
の
漁
師
即
ち
北
陸
漁
師
の
年
々
の
出
漁
が
活
費
と
な
り
永
憾
の
頃
こ
〉
に
定
住
し
て
宇
農
宇
漁
の
生
活
を
倍
む
よ
う
に

な
っ
た
。
職
閣
時
代
以
後
の
安
問
者
細
川
氏
が
闘
ケ
原
の
戦
功
で
小
倉
城
に
移
封
さ
れ
た
後
は
京
極
氏
が
寛
文
六
年
迄
・
突
い
で
奥
平

氏
、
青
山
氏
と
税
き
木
姫
泊
者
守
宗
武
の
所
領
と
な
っ
て
明
治
維
新
に
及
ぶ
o

天
和
年
聞
に
山
村
の
長
延
か
ら
分
離
ぃ
、
以
後
は
主
と

L
て
漁
業
で
生
計
を
立
て
た
よ
う
で
あ
る
。
幕
末
に
は
戸
数
六
十
八
戸
(
百
姓
六
十
一
戸
、
水
呑
六
戸
、
出
家
一
戸
l
興
謝
郡
史
)
人
口
三

百
二
十
九
人
(
百
佐
=
三
七
人
、
出
家
二
人
1
拠
謝
郡
史
】
を
数
え
現
在
の
端
入
近
く
迄
成
長
し
て
か
る
Q



漁
訟
の
商
か
ら
観
察
す
る
と
貞
亨
、
元
時
作
聞
は
沿
岸
漁
業
中
心
で
沖
合
漁
業
は
非
常
に
貧
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
年
と
共
に
種

類
が
増
加
し
沖
合
漁
業
も
始
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
明
和
年
間
に
は
繰
沖
手
換
網
が
採
用
さ
れ
、
万
延
、
文
久
の
頃
に
は
打
瀬
漁
業

が
現
わ
品
川
、
更
に
小
規
模
の
底
良
漁
業
す
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
幕
末
忙
は
滑
岸
漁
業
で
大
型
定
置
が
創
設
さ
れ
る
等
抽
出
法
は
沿
岸
沖
合

共
益
々
多
種
と
な
針
。
か
〈
て
足
利
時
代
工
り
の
市
岸
性
零
細
漁
業
を
中
心
に
若
干
の
沖
合
漁
業
主
交
え
っ
、

1
沿
岸
網
漁
業
の
精
密
化

、
と
沖
合
漁
業
化
え
の
技
術
的
改
良
を
行
い
乍
ら
幕
末
に
到
っ
た
が
依
然
根
本
的
性
格
は
生
産
力
の
低
い
市
岸
性
向
一
限
界
に
止
ま
っ
て
い

た
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
沿
岸
性

r
封
躍
し
て
漁
場
は
村
中
共
有
、
網
も
村
中
叉
は
村
株
を
有
す
る
数
人
数
日
の
共
有
で
あ
っ
た
が

少
〈
と
も
表
酉
的
に
は
網
元
網
子
の
封
建
的
閥
係
は
顕
著
で
は
な
い
。
そ
わ
は
営
時
の
漁
業
生
産
力
の
弱
さ
と
、
耕
地
を
ほ
と
ん
ど
持

た
な
い
事
か
ら
来
る
穀
物
の
絶
封
的
不
足
主
を
考
え
合
す
と
む
L
ろ
村
外
の
農
村
支
配
層
に
全
休
止
し
隷
属
し
て
い
た
潟
村
内
で
は
網

一冗
H
地
主
の
形
態
は
槻
著
で
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
志
津
市
入
で
最
大
の
問
闘
は
漁
業
生
産
力
の
不
安
定
性
に
基
く
生
活
必
需
品
特

に
主
食
の
問
題
で
あ
っ
た
。
粍
針
畳
は
勿
論
不
足
で
村
外
抗
J

仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
が
そ
れ
も
不
漁
の
際
は
悶
難
で
あ
る
。
従
っ
て
極
々

の
方
訟
で
米
姿
入
手
に
努
力
し
、
こ
〉
に
「
共
同
運
搬
入
制
度
」
「
親
方
ど
り
制
度
」
が
出
て
来
る
o

共
何
運
搬
の
場
合
は
村
内
勢
力

者
と
通
じ
た
村
外
地
主
屠
或
は
仲
介
商
人
の
支
配
を
受
け
、
親
方
ど
り
の
場
合
に
は
親
方
た
る
村
外
宮
農
地
主
屠
の
支
配
を
受
け
ね
ば

な
ら
な
い
。
事
費
子
方
は
親
方
に
よ
る
極
々
の
巌
泊
を
受
け
て
い
る
。
特
に
不
漁
時
の
親
方
支
配
は
決
定
的
で
あ
る
。
か
く
て
共
同
運

搬
に
せ
よ
親
方
ど
り
に
せ
よ
村
外
寓
農
滑
に
よ
る
支
聞
と
隷
属
に
直
結
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
営
時
の
浦
入
漁
業
の
低
位
不

安
定
性
か
ら
考
え
て
蒲
入
金
体
が
む
し
ろ
他
の
農
村
に
よ
り
支
即
さ
れ
て
い
た
と
解
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

明
治
以
降
は
漁
業
生
産
力
の
向
上
と
安
定
に
作
い
外
部
の
支
肥
を
脱
却
し
、

L
L
言
う
よ
り
む
し
ろ
村
外
支
問
暦
が
漁
業
牧
盆
を
目
指

し
て
入
村

L
、
こ
〉
に
従
来
の
小
漁
民
暦
を
含
め
た
一
際
の
支
阻
系
統
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
う
。
現
に
蒲
入
の
漁
業
支
配
屠
は
外

組
合
漁
業
を
め
「
る
漁
村
の
賢
態

第
七
十
二
省

四

第

披

四



組
合
漁
業
P
め
ぐ
る
漁
村
の
震
強

第
七
十
二
巻

四

第
三
擁

四
四

、
J
-
2
去、ノ、通
O

B
V
ナ
I
4
〆
詞

J
'
n

村
に
多
ノ
~
、
の
耕
地
を
有
し
た
或
は
現
に
有
す
る
か
つ
て
の
親
方
と
り
の
親
方
が
中
心
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
を
誇
明

L
て
い
る
と
言
え
な

E主

ω
村
荷
は
蒲
入
が
七
九
石
三
斗
二
升
二
合
、
長
延
村
が
七
一
石
九
斗
四
升
入
告
で
あ
つ
で
。

防
府
岸
漁
業
と
し
て
永
登
網
、
機
刺
網
、
越
中
網
、
細
刺
網
が
、
沖
合
漁
業
を
は
牒
延
隅
、
幌
漬
漁
、
儲
一
本
釣
が
見
ら
れ
る
。

川
向
打
瓶
網
は
こ

f
右
舟
を
用
い
凡
人
勲
、
主
丁
摘
で
十
二
月
よ
り
五
月
迄
春
漁
を
行
い
夏
季
を
休
ん
だ
後
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
秋
漁
即

ち
同
開
漬
漁
業
を
同
じ
舟

e行
っ
た
と
言
わ
れ
る
@

朋
「
旧
藩
時
代
に
於
け
る
漁
業
制
度
沿
革
調
査
」
に
よ
る
〉
弐
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
@

一
、
漁
業
植
の
授
生
市
民
に
閲
す
る
事
項
(
摂
生
不
明
)

イ
柳
子
鯖
隣
魚
刺
綱
、
臓
か
ら
ち
網
、
櫛
見
漁
業

ロ
い
か
し
め
、
た
ら
し
め

ハ
時
漬
、
越
中
綱
、
永
登
網

二
肪
網
、
崎
盤
、
畑
地
曳
網

二
、
入
曾
漁
議
に
闘
す
る
現

イ
磁
見
品
閥
、
か
ら
ち
網

i
!竹
野
郡
大
岬
よ
り
興
謝
郡
ワ
シ
崎
に
到
る
沿
岸

ロ
肪
網
漁
|
|
竹
野
部
樫
ケ
岬
沖
合

三
、
漁
業
禁
止
制
限
に
閥
十
る
事
項

潟
模
類
比
場
所
を
制
限
又
は
採
取
期
日
を
定
む
。

回
、
漁
業
組
合
に
闘

f
G事
項

農
漁
合
同
に
庄
屋
に
於
て
支
翻
す
。

五
、
実
他
必
要
と
認
め
る
事
項

営
地
位
抽
州
最
乗
業
に
し
て
戸
額
七
十
戸
内
外
、
旧
高
七
十
四
石
余
に
し
て
漁
を
主
義
と
せ
り
e
漁
業
の
主
な
る
も
の
は
沖
合
に
於
て
は
肪
網



(
現
在
の
手
繰
)
僻
積
、
鯖
釣
、
延
細
な
り
@
近
海
に
て
は
越
中
網
、
た
ら
し
め
、
い
か
し
め
(
現
在
の
落
付
締
網
)
等
な
り
。
廃
藩
後
に

於
て
漁
業
の
増
長
せ
る
者
底
曳
、
一
本
的
、
浮
魚
延
岡
、
一
一
組
刺
網
、
腕
利
網
等
と
す
。

ω
共
同
運
搬
制
度
目
創
始
は
不
聞
で
あ
る
。
生
活
物
資
の
購
入
運
搬
を
目
的
と
し
希
謀
者
中
か
ら
村
田
代
表
者
が
選
抜
指
命
し
ご
乃
至
三
階

級
に
分
け
ら
れ
給
興
は
期
間
水
揚
高
の
一
割
二
分
五
匝
と
あ
る
。

例
措
入
の
親
方
ど
り
芭
は
幼
年
期
に
般
親
を
と
る
も
の
よ
り
成
年
期
O
ぞ
れ
が
多
く
而
も
世
襲
E
あ
る
。
目
的
は
勿
論
食
糧
補
給
生
活
援
助

で
あ
り
そ
の
契
約
は
余
り
強
制
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
が
、
事
買
は
相
官
撃
唱
さ
れ
た
も
の
込
よ
P

う
で
あ
る
。

間
判
明
治
一
叫
ん
作
の
陵
落
置
腕
で
醤
一
潜
と
絶
縁
し
二
十
二
年
の
町
村
制
賢
施
以
後
現
在
の
大
字
揃
入
が
誕
生
し
た
o

モ
の
後
戸
数
及
び

人
口
は
大
正
十
作
頃
若
干
駆
動
し
た
が
略
々
鑓
化
し
て
い
な
い
。
〈
表
1
)
こ
、
で
農
地
改
革
迄
の
本
庄
村
及
び
蒲
入
に
目
を
向
け
よ

。
ぅ
先
づ
康
業
構
成
か
ら
本
庄
村
を
見
る
と
凶
明
治
大
正
年
間
で
総
生
産
の
約
七
割
強
は
米
萎
作
養
蚕
を
中
心
と
す
る
農
産
物
が
占
め
、
吹

い
で
水
産
、
林
産
の
約
一
割
宛
、
他
に
畜
産
、
ヱ
震
が
若
干
で
あ
っ
た
が
、
以
後
農
産
〔
養
舘
が
激
訴
し
た
結
果
)
林
産
、
音
産
共
に
若

干
の
減
少
を
示
し
他
方
水
産
が
一
貫
し
て
増
加
し
つ
〉
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
粂
業
別
に
見
る
と
、
内
表
2
)
兼
業
農
家
は
大
正
よ
り

太
平
洋
鞍
宰
に
か
け
て
念
増
し
特
に
昭
和
二
十
二
年
謹
り
を
頂
点
と
し
て
以
後
僅
か
に
減
少
す
る
が
そ
れ
で
も
約
六
割
を
占
め
て
全
闘

干
均
を
上
廻
り
且
つ
減
少
卒
も
少
い
。
こ
れ
は
日
本
漁
村
の
大
部
分
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
農
業
か
ら
完
全
に
離
脱
し
て
漁
業
を
行
っ

て
い
る
鹿
は
稀
で
農
民
の
漁
業
に
せ
よ
漁
民
の
農
業
に
せ
よ
多
少
共
農
業
生
産
に
携
っ
て
レ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
本
庄
村
を
農

業
か
ら
見
れ
ば
か
〉
る
漁
民
の
農
業
を
大
き
く
含
ん
で
食
業
農
家
の
堅
倒
的
比
率
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
来
る
。
又
昭
和
二

l
二
年
記
の

品
凧
業
農
家
の
増
加
は
進
展
す
る
抽
出
業
の
認
の
漁
具
製
謹
副
業
が
増
加
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
之
は
水
産
業
従
事
戸
数
の
面
か
ら
日
ぬ

る
と
き
漁
獲
高
の
念
暗
に
も
拘
ら
ず
漁
業
戸
数
は
地
理
的
批
曾
保
件
か
ら
増
加
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
直
読
さ
れ
侍
る
と
思
う
。

( 

表

3 
Lノ

組
合
漁
業
訟
め
ぐ
る
漁
村
の
寅
態

第
七
十
二
省

凹

第

掠

四
E 



組
合
漁
業
を
め
ぐ
る
漁
村
町
寅
態

第
七
十
二
各

四
四

第

抗

四
六

鹿
で
、
浦
入
は
専
業
農
家
は
一
軒
も
な
く
略
々
全
戸
が
衆
業
で
あ
り
、

二
十
二
作
以
後
は
更
に
漁
業
え
の
集
中
が
同
立
ち
漁
業
中
心
が
増
加
し
九
割
に
及
ぶ
に
も
拘
ら
ず
一
方
零
細
婦
人
農
業
も
緋
然
と
し
て

(
表
2
)
而
も
漁
業
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。

(表

3
)
昭
和

親
け
ら
れ
て
い
る
。

本
庄
村
全
体
を
最
地
関
係
か
ら
見
ょ
う
。
耕
地
面
積
は
略
々
塑
動
な
く
約
二
官
町
歩
か
ら
二
百
五
十
町
歩
(
日
が
」
へ
刑
)
百
二
制
が
=
宅
作
回
世
あ

る
。
山
林
は
約
三
百
五
十
町
歩
官
公
有
が
六
割
に
及
ぶ
。
他
町
村
に
よ
る
土
地
所
有
も
少
く
本
庄
村
民
の
他
町
村
土
地
所
有
は
璽
に
少
い
Q

自
小
作
別

で
は
、
(
表
4
}

自
作
が
昭
和
十
年
頃
か
ら
臨
時
に
か
け
て
餌
減
し
戦
後
再
び
増
加
す
る
。
白
小
作
小
自
作
は
職
時
中
増
加
し
戦
後
減
少
す
る
。
一
方

小
作
は
大
正
以
来
一
貫
し
て
減
少
す
る
Q

耕
地
面
積
官
は
、
(
表
5
)

小
作
地
比
率
が
極
め
て
低
く
農
地
国
世
午
前
で
約
一
割
=
一
分
、
以
後
は
八
分
位
で

あ
る
。
土
地
所
有
吉
作
、
〔
表
6
)

五
区
以
下
の
零
細
農
家
が
逐
次
減
少
し
て
王
反
以
k
が
増
加
し
て
い
る
の
は
小
作
戸
敷
の
4

討
し
た
誠
少
と
併
せ

考
え

τ自
作
化
傾
向
L
あ
る
と
言
え
よ
う
。
又
不
在
主
地
は
少
く
且
つ
寧
細
土
地
所
有
者
が
多
い
。
締
阿
古
規
模
別
で
は
，
(
表
7
)
(
表
8
)
約
七
反
を

中
心
と
し
た
鴎
唐
が
殴
倒
的
芭
而
も
自
作
中
心
で
あ
り
小
作
は
取
の
上
で
砕
い
ば
か
り
古
な
く
量
の
上
で
も
大
半
は
一
一
一
反
未
輔
の
等
納
長
で
あ
る
Q

ヵ、
〈き
蒲て
入蒲
農入
業で
はあ
被る
tこ iJミ
.1-:9. 

弱者
で'
叉 8
七)

れ同
}故地
問五
地反
改以
革上
のは
長え
加皆
響
無
も で
』ヨミ
大
と
由E
Aゴへ
L" JJ 

昆は
る一ー
こ l正
と乃
が喜
Hlニ
帯 i正

u，府
し、に
O 軍

中
し
且
イ〉

日
イ乍
中，。
で
あ
る

然
ら
ば
浦
入
の
主
要
産
業
で
あ
る
漁
業
は
維
新
以
後
如
何
な
る
礎
貌
を
た
ど
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
先
づ
目
に
つ
く
の
は
漁
法
の
多
聞

化
と
技
術
の
改
良
で
あ
る
。
島
根
、
日
向
、
豊
後
方
面
の
漁
法
が
停
わ
り
、
明
治
三
作
に
は
綱
一
本
釣
が
二
十
二
年
に
は
綱
延
組
が
更

に
二
十
五
年
に
は
鮒
、
財
魚
に
封
す
る
落
網
が
使
用
さ
れ
、
同
時
に
漁
舟
の
改
良
は
結
え
ず
な
さ
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
明
治
三

十
六
年
に
結
成
さ
れ
た
漁
業
共
同
組
合
で
、
慨
に
こ
の
時
組
合
幹
部
に
長
延
、
本
庄
ム
の
地
主
厨
或
は
そ
の
親
戚
縁
者
の
顔
が
見
え
て

い
る
U

漁
場
の
資
質
的
佃
人
有
に
麓
り
は
な
い
が
表
画
的
に
は
総
有
と
言
う
安
協
的
形
態
を
と
っ
た
組
合
が
最
初
に
行
っ
た
漁
業
は
三

十
九
年
宮
津
の
資
本
家

A
と
共
同
で
仕
出
し
た
場
繰
網
で
あ

b
o
之
は
成
績
不
良
で
翌
四
十
年
に

A
は
早
く
も
漁
業
資
本
を
引
揚
げ
て



(衷1)世帯酸及び人口移動調

¥年¥度種¥別
本庄村

世帯判男!女| 計 帯制見|女|計

幕末 365 一一 1，969 68 329 

明治22年 351 1.988 68 333 

大lEI0年 990 2.021 67 399 

昭和10年 354 1 898 853 1.751 67 398 

昭和15年 345 1 896 923 1.819 67 190 211 404 

昭和22年 359 1 942 966 1.908 68 192 224 416 

昭和25年 348 1 963 969 1.932 65 202 207 409 

組
合
漁
業
を
め
ぐ
る
漁
村
町
寅
態

(表的事業粂業別農家般

X 
本庄村 精入

時比齢者計12長|霊はJ計12l
大IEB年 339 270 381 31 67 。 65 2 

昭和11年 354 213 日 53 591 82 67 。20 45 65 2 
昭和22年 359 77 151 67 218 64 68 。21 45 66 2 
昭和田年 348 151 82 68 150 。8 56 64 1 
|昭和26年問911021 167 29 196 41 1 65 。6 58 64 1 

第
七
十
二
省

(表3)水産従事戸主主

を
す
駿

業
と
戸

漁
従
る

吾
す
験

業
と

E

漁
主
主
川臨時|入計

村正

よ111l
四
五

第

抗 計

日567 128 339 大LE8年
四
七 65 

65 

37 38 67 

66 

129 76 

80 

53 

50 

354 昭和11年

21 44 130 

128 
350 

359 

昭和19年

昭和22年

昭和26年

65 

62 

21 

5 

45 

56 

68 

65 129 

73 

68 

54 

61 339 



〔動自小作別相地面積

(本庄村) (車位区〉

(表4)自作別戸数(本庄村)

組
合
漁
業
を
め
ぐ
る
漁
村
の
寅
態

ZF古風
よき1見開|許 計
大IE10年 210 30 

昭和11年 164 93 ! 14 271 

昭和19年 186 91 11 288 

昭和22年 210 72 13 295 

昭和25年 235 63 3 I 301 

昭和26年 238 60 3 I 301 

第
七
十
三
越

四
/、

F司1町以上

= 
50 

。

4-5 

3 

第
三
輔
副

四
人

。
。

。
4-

{蒲入〉

3-

〔表的範縛別趨瞥規鹿別農家戸重宝(昭19)

口言~旦と1"反瑚|
l自 作 5

京富佐
小作
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い
る
。
四
十
二
年
に
は
鯛
犬
敷
を
↑
株
主
十
円
、
線
持
株
二
百
株
で
悶
始

L
m
準
年
に
は
伊
根
の
資
本
家

M
に
鯛
大
敷
漁
場
を
貸
興
す

弘
等
抽
出
場
を
媒
介
と
し
た
封
建
的
基
盤
の
上
で
、
網
元
的
漁
家
が
組
令
を
通
じ
て
外
部
の
中
小
資
本
と
結
付
い
て
い
る
。
構
遇
改
療
を

行
い
つ
〉
封
建
的
関
係
を
含
み
乍
ら
全
体
と
し
て
は
資
本
制
生
産
形
熊
え
と
移
行
し
て
行
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
大
正
に
入
る
と
六

年
頃
よ
り
漁
舶
の
機
動
化
が
起
り
漁
場
、
漁
期
、
漁
法
は
大
き
く
鑓
化
す
る
o

例
え
ば
大
疋
八
年
に
昔
の
ニ
寸
石
舟
に
よ
る
打
瀕
漁
業

が
二
隻
の
機
動
枯
に
よ
る
本
格
的
沖
合
漁
業
た
る
汽
舶
底
曳
に
慶
っ
た
如
き
で
あ
る
。
モ
の
後
は
外
部
資
本
或
は
そ
れ
と
の
協
同
に
よ

る
奇
本
主
義
的
沖
合
漁
業
の
念
速
な
資
建
と
、
他
方
醤
網
元
的
沿
岸
漁
業
の
大
規
模
化
と
活
岸
小
漁
業
発
建
と
が
背
後
に
後
退
し
乍
ら

も
之
に
呼
麿
し
た
。
併
し
昭
和
十
八
年
漁
協
が
紺
入
金
漁
業
槽
を
-
千
に
牧
め
本
格
的
漁
業
に
乗
出
す
に
到
つ
て
は
漁
業
生
産
力
の
一

般
的
上
向
を
根
幹
と

L
て
外
部
中
小
資
本
を
排
除
し
更
に
小
漁
業
を
併
零
し
て
沖
合
活
岸
共
に
組
合
自
営
に
よ
る
体
献
を
と
〉
の
え
外

部
え
の
自
衛
力
強
化
え
と
進
路
を
向
け
た
の
で
あ
る
。

ω
約
定
警
に
、
網
、
附
麗
品
は
A
持
、
漁
夫
、
漁
船
仕
組
合
持
と
L
漁
獲
場
企
の
骨
配
歩
合
は
事
務
隅
費
引
の
A
が
四
分
組
合
が
六
分
と
定

め
ら
れ
て
い
た
@

ω
人
年
契
約
で
漁
獲
高
の
五
分
乃
至
一
割
が
漁
場
料
で
あ
っ
た
。

仰
と
の
底
曳
は
個
人
の
共
同
事
業
・
と
し
て
開
始
さ
れ
た
が
昭
和
=
年
に
一
度
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

官主

四

王毘

況

の

分

主斤

A
 
t
 

と
〉
の
農
業
は
漁
民
に
よ
る
農
業
そ
れ
も
婦
人
子
供
に
よ
る
農
業
で
副
次
的
意
味
し
か
見
ら
れ
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
六
十
四
戸
中
ニ

農
業
面
よ
り
の
考
察

戸
を
除
け
ば
何
れ
も
極
小
の
農
業
を
経
皆
す
る
。
か
〉
る
農
業
が
加
何
な
る
性
質
を
有
す
る
か
以
下
観
察
し
て
行
き
た
い
。

組
告
漁
業
予
め
「
る
漁
村
の
賓
態

第
七
十
二
巻

四
七

第
三
駿

四
九



組
合
漁
業
を
め
川
く
る
漁
村
の
寅
態

第
巳
十
三
笠

四
入

第一一コ抗

五
O 

]
 
I
 
[
 
回
の
経
瞥
規
模
別
戸
数
は
(
表
9
)
ー
五
反
以
上
皆
無
、

二
反
乃
至
三
反
四
割
、

一
反
乃
至
二
反
三
割
、
三
反
乃
至
四
反
一
割
と

な
っ
て
い
て
一
反
か
ら
四
反
の
間
に
約
九
割
が
含
ま
れ
る
。

同
を
持
た
な
い
の
は
二
戸
(
小
皐
校
長
一
、
漁
業
界
働
者
一
)

で
他
は
何
れ

も
零
細
乍
ら
幾
何
か
の
困
地
を
経
接
す
る
。

最
大
草
位
た
る
四
乃
至
五
反
暦
は
五
戸
で
内
二
回
(
公
吏
一
、
男
手
の
な
い
農
家
一
)
は:
農

業
を
主
に
副
菜
的
に
漁
業
を
皆
み
他
の
=
一
戸
は
何
れ
も
漁
業
中
心
で
而
も
二
戸
誌
が
漁
業
の
心
臓
部
た
る
漁
協
役
員
全
出
し
て
い
る
の

は
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
全
戸
の
九
割
即
ち
五
十
七
戸
が
漁
業
中
心
で
残
り
の
じ
戸
も
大
な
り
小
な
り
漁
業
に
関
係
し
て
い
る
。
内

職
で
は
漁
具
用
製
細
及
び
わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
採
集
が
農
業
と
阿
じ
強
い
手
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
全
戸
で
行
わ
れ
て
い
る
。

同
農
業
勢
一
働
で
、
ハ
表
日
)
農
業
第
働
人
口
が
漁
業
勢
一
働
人
口
に
比
し
て
大
差
な
き
点
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
併
し
質
的
に
は
漁

業
努
働
が
青
枇
年
で
指
わ
れ
て
い
る
に
射
し
農
業
が
婦
丈
一
す
の
手
で
行
わ
れ
、
こ
れ
が
潟
農
業
勢
働
生
産
力
が
低
く
経
替
の
割
に
雇
傭

勢
働
が
L

へ
で
反
首
経
営
日
教
も
多
い
。

皿
土
地
で
は
、
〔
表
口
)
二
反
を
境
に
し
て
以
下
に
小
作
地
を
経
営
す
る
農
家
と
以
上
に
貸
附
回
を
有
す
る
農
家
が
現
わ
れ
る
点

が
先
づ
注
目
さ
れ
る
U

一
九
戸
の
一
乃
一
主
二
反
居
中
、
約
一
反
を
小
作
す
る
自
小
作
が
四
、
五
畝
の
貸
阿
国
を
持
つ
自
作
乗
地
主
が
二

で
残
り
が
自
作
で
あ
る
。
二
乃
至
三
反
居
で
は
約
四
畝
の
貸
附
同
を
持
つ
自
作
品
止
地
主
が
五
戸
で
自
小
作
一
戸
自
作
十
九
戸
と
な
っ
て

い
る
。
三
乃
至
四
反
臨
閣
は
自
作
衆
地
主
三
戸
、
自
小
作
一
戸
、
自
作
八
戸
と
な
り
四
乃
互
に
孔
反
屠
は
自
作
衆
地
主
二
一
円
、
自
作
ニ
戸
で

あ
る
。
畑
地
も
略
今
問
傾
向
で
あ
る
。
以
上
の
点
よ
り
二
反
以
上
層
の
貸
附
田
畑
所
有
傾
向
と
以
下
の
小
作
傾
向
と
は
、
極
め
て
高
い

間
小
作
料
の
存
在
を
考
え
る
と
き
貸
附
地
を
持
つ
一
一
反
以
上
屠
の
相
封
的
地
位
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

W

山
林
は
‘
〔
表
ロ
)
四
十
二
戸
が
一
乃
至
三
反
を
所
有
す
る
が
三
反
以
上
の
山
林
は
何
れ
も
耕
地
所
有
面
積
二
反
以
上
居
に
属

し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。



V
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に
属
し
一
一
反
以
下
は
共
有
で
散
も
少
い
。
人
力
機
中
製
剤
機
は
問
分
の
一
脱
穀
機
は
四
分
の
三
が
所
有
す
る
が
階
層
別
特
徴
は
な
く
噴

主
要
農
漁
具
、
住
宅
、
等
の
版
況
を
兄
ょ
う
。

円
表
臼
)
動
力
の
脱
穀
棋
は
こ
割
強
が
所
有
す
る
が
個
人
有
は
杢
郁
二
反
以
上

霧
械
だ
け
が
少
数
乍
ら
一
一
反
以
上
暦
の
所
有
で
あ
る
。
車
類
は
四
反
居
公
吏
の
白
碍
車
一
を
見
る
の
み
で
蒲
入
の
小
商
積
宇
立
体
的
密

集
欣
態
を
良
〈
反
映
し
て
い
る
。
家
畜
も
鶏
が
若
干
あ
る
の
み
。
農
薬
使
用
も
貧
弱
で

2
4
D
は
僅
か
二
三
反
暦
に
各
一
日
宛
見
出

「
の
み
で
あ
る
。
小
町
積
の
田
畑
と
一
育
う
事
情
が
農
薬
の
使
用
を
速
い
も
の
主
し
土
用
さ
中
の
除
草
は
相
も
鑓
ら
ず
婦
人
の
肩
に
重
く

覆
い
か
ぶ
き
っ
て
い
る
。
宅
地
は
二
反
未
満
が
約
三
卜
坪
、
以
上
が
四
五
十
坪
で
あ
る
が
息
数
で
は
一
様
に
二
十
昼
前
後
で
あ
る
。
電

力
メ
1
グ

1
使
用
三
七
戸
、
ミ
シ
シ
一
二
四
戸
、
ラ
ジ
オ
間
三
ロ
円
で
あ
る
が
経
器
規
模
別
特
色
は
な
い
。
漁
具
は
さ
す
が
に
豊
富
で
個
人

有
動
力
舶
が
六
十
一
宴
、
無
動
力
舶
が
五

I
七
隻
を
数
え
他
に
小
型
網
類
が
あ
る
が
ぶ
れ
等
は
ほ
と
ん
ど
自
皆
小
漁
業

(
例
え
ば
一
本

釣
、
水
調
、
機
物
採
取
さ
に
用
い
ら
れ
沖
合
漁
業
や
ふ
人
塑
安
置
は
漁
協
並
に
共
同
資
本
家
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
か
〉
る
個
人
有
漁

具
も
経
皆
規
模
別
に
所
有
以
態
の
差
遣
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。

叩
経
器
規
模
別
現
金
牧
支
を
見
ょ
う
0

4
ん
づ
現
金
支
出
で
は
、
ぺ
表

U
)
農
業
経
営
費
が
非
常
に
少
く
漁
業
費
が
多
い
。
こ
の
漁

[
 

業
費
は
自
営
小
漁
業
で
直
ち
に
漁
家
の
漁
業
生
産
カ
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
万
至
二
反
暦
の
漁
業
費
の
高
い
の
は
漁
協
と
共

同
で
汽
船
底
曳
を
行
う
資
本
家
二
戸

(
O
家、

T
家
)
を
含
む
潟
で
あ
る
。
生
計
稜
支
出
も
公
租
公
謀
も
大
体
経
営
規
模
に
比
例
す
る
。

支
出
総
計
も
略
々
同
傾
向
に
あ
る
が
唯
一
反
乃
至
二
反
厨
が

O
及
び

T
家
の
漁
業
費
関
係
で
高
い
数
字
に
な
っ
て
い
る
の
は
注
意
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。

現
金
牧
入
で
は

内
表
白
〕
漁
業
牧
入
が
中
ル
で
そ
れ
も

O
及
び

T
家
以
外
は
漁
協
牧
入
が
主
で
あ
る
の
は
各
階
層
共
共
通
で
あ
る

農
業
牧
入
は
自
給
部
分
を
除
外
す
る
に
し
て
も
極
め
て
少
く
二
反
未
満
暦
は
皆
無
と
言
え
る
o

賃
銀
が
一
反
未
満
に
、
利
了
小
作
料
等

組
合
漁
業
を
め
ぐ
令
漁
村
田
宮
磁

第
七
十
=
悲

四
九

第

鏡

五



組
合
漁
業
を
め
ぐ
る
漁
村
の
寅
薗

第
七
十
二
種

五
O 

第

暁

主

が
二
反
以
上
特
に
阿
五
反
唐
に
多
い
の
も
営
然
と
言
え
よ
う
o

現
金
牧
支
を
綜
合
す
る
と
、
〔
表
日
)

一
二
一
江
居
の
た
き
な
黒
字
が
目
に
付
く
。
併
し
こ
〉
に
は
他
の
漁
家
と
全
く
性
格
を
異
に
し

た
漁
業
費
本
家
が
一
一
戸
あ
る
こ
と
は
前
遁
の
通
り
で
こ
の
潟
こ
の
唐
の
平
均
数
字
が
異
常
に
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
漁
業

資
本
家
二
戸
を
除
外
し
て
比
較
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
之
を
除
外
す
る
と
一
二
反
居
は
現
金
牧
支
と
ん
/
¥
で
二
度
以
上
暦
の
黒
字
と
若

寸ー

三 [VIIlの
反開
未以き
湖上が
暦農出

|業来
面る

f司力、。

をら
持の

た観
7ょ害警
いを
の喜F
が約
二し
戸よ
、う
。

一
反
未
満
一
戸
は
人
工
、
大
部
分
を
占
め
る
l

寸
九
戸
は
一
度
乃
至
二
反
の
耕
地
を
持

っ
て
何
れ
も
漁
業
中
心
に
極
め
て
貧
弱
な
農
業
を
営
む
。
未
だ
漁
業
牧
入
が
不
寛
分
不
安
定
で
多
少
共
副
業
に
頗
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
篤
で
あ
ろ
う
。
小
作
地
を
終
皆
す
る
漁
家
が
か
な
り
あ
る
の
も
こ
の
故
で
で
あ
る
。
農
業
勢
働
、
耕
地
、
農
具
農
薬
等
す

べ
て
の
射
で
貧
弱
で
あ
る
。
唯
こ
の
階
居
に
は
二
戸
の
漁
業
費
本
家
が
あ
り
農
業
面
で
は
他
と
全
く
差
は
な
い
が
漁
業
面
で
は

γ
ば
抜

け
た
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
現
金
牧
支
で
も
(
表
団
)
己
の
二
戸
を
除
け
ば
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
要
す
る
に
漁
業
に
於
い

て
支
配
的
カ
を
持
つ
-
一
戸
の
費
本
暦
以
外
は
す
べ
て
不
安
定
な
漁
業
り
み
で
は
安
心
出
来
ず
一
方
に
於
て
多
少
共
飯
米
を
得
ん
と
し
て

高
い
閤
小
作
料
を
梯
っ
て
Y
J
b
貧
弱
な
農
業
に
し
が
み
つ
か
さ
る
を
得
た
い
被
支
配
唐
と
言
え
よ
う
か
。

二
反
乃
卓
三
反
唐
|
|
貧
弱
で
あ
る
が
二
反
以
下
よ
り
は
優
れ
て
い
る
。
貸
附
田
所
有
農
家
が
出
て
来
る
の
は
漁
業
弊
働
と
の
関
係

で
婦
人
附
労
働
に
煩
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
漁
村
農
業
の
飯
米
確
保
が
こ
の
程
度
の
経
営
面
積
に
ご
憾
の
基
準
を
置
く
矯
で
あ
ろ
う
か
。
戸
数
は

最
も
多
く
二
十
玩
を
教
え
る
。

=
一
反
乃
至
問
反
暦
及
び
凶
反
乃
至
五
反
唐
I
1
1前
者
十
一
一
戸
後
者
五
戸
で
農
業
生
産
力
は
若
干
向
上
し
自
家
飯
米
は
慨
ね
確
保
し
四
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組
合
漁
業
を
め
ケ
る
漁
村
由
貿
部

(蒲入〕

同

2

1

臼

釘

ロ

5
刷
出

家

均

一

J
一

市

「

一

Q
d
F
b
q
u
q
o
n
o
n
u

有

戸

↑

0

1

1

1

1

5

所一一

ご
民
満
一

1

0

j

5

3
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一
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未

一

工

一

(表12)糧管規模別山林所有規模別農家成〔昭27.7)

ド凶叡
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二
省

(表13)経営規模別主要農具、住宅、家蓄、農薬、漁具所有朕況'
('B27.7) (蒲入)
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(表14).，里瞥規模別一戸平均年間王国金支出〔昭27.71(皐位同I"J1(蒲人)

支
出
総
計



(表15)蕗管規模別一戸平均年間m金牧入(昭27.7)(車位百円)(潜入〉
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2- 25 17 1 1 18 1 2751 1， 039 1，314126 6 131 45 1，377 
3- 12 43 1 1 44 1 3341 1， 050 1，3851 24 11 101 45 1.474 
4_5 5 69 0169 1 1291 1，063 1，192135 18日 140'1 355 1，616 

組
合
漁
業
を
め
げ
る
漁
村
の
寅
態 (表16)糎管規模別一戸年生ξ現金牧支【日1327.7)(軍位百円)(蒲λ〉

ぷ!
戸 支出 牧入 差

2lzltlzl計 吋瞥l 漁 I~I 計 召l
敏 牧入ノJ漁業協 他

いの 21 201 0師竹「 1 010ω1831 L 1仙 18

1反末満 1 1 651 01 5391 851 6891 0 1 371 2001 1211 3581-33 

開1_2AI19 I 1131 7421 8721 1261 1，8581 3 1 L 6821 8461 391 2，5701 + 712 

側|阻 1同 332- 1 25 1 1181 1641 8441 1381 1， 2641 18 1 2751 1， 0391 451 1，3771 + 113 
3-12162225953E 148L489441，O5D45L47415 
4-5 1 5 1 2071 1131 955' 1541 1， 4291 69 1 1291 1，0631 3551 L 6161 + 1871 

第
七
ナ
三
省

Aは1反-2反層全部

Bは1反-2反暦骨内2戸の?専業資本誌を除外L士重量宇を示十。

出

Jl~ 
反
暦
で7
t主

僅
少
乍
一、一ら
j事商
問品
五化
反傾

向
す
ら
見
ら
れ
る
。

と
一
-
一
言
う
回
の
経
営
面
積
は
漁
村
農

業
の
上
限
で
こ
れ
以
上
の
回
は
何

れ
も
二
反
未
満
府
に
貸
興
し
て
い

る。
か
く
て
農
業
よ
か
見
ら
れ
る
蒲

入
の
特
徴
は
二
反
を
境
と
す
る
上

下
の
差
で
あ
ろ
う
。

二
反
乃
至
三

民
が
漁
村
農
業
の
一
腹
の
楳
準
で

あ
り
二
反
未
糊
は
農
業
を
縮
少
せ

ず
に
小
作
聞
係
を
通
じ
て
こ
の
楳
，

準
に
向
っ
て
飯
米
確
保
の
努
力
を

な

L
逆
に
=
一
反
以
上
は
婦
人
勢
働

の
限
界
か
ら
四
五
反
以
上
の
粧
営

地
掠
大
を
堅
ま
ず
高
い
問
小
作
に

出
し
て
士
地
関
係
を
通
じ
て
の
優

五

第
三
按

五
五



組
合
漁
莱
を
め
ぐ
る
漁
村
の
寅
態

第
七
十
二
巻

五
回

第
三
規

五
六

位
性
を
持
捜
し
よ
う
と
す
る
印
刷
謂
二
三
反
居
え
の
漁
村
農
業
的
標
準
化
傾
向
が
見
ら
れ
、
階
層
分
解
は
漁
法
の
資
本
制
漁
業
え
の
友
換

え
に
も
拘
ら
ず
願
寺
に
は
現
わ
れ
な
い
。
併
し
農
業
か
ら
見
て
二
反
以
上
居
の
二
反
未
漏
屠
に
勝
る
す
べ
て
の
優
位
性
は
小
作
関
係
等

を
通
じ
て
村
の
支
酎
が
二
反
以
上
暦
に
握
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

同
漁
業
酉
よ
り
の
考
察

昭
和
十
八
年
蒲
入
漁
協
が

O
及
び

T
か
ら
漁
業
椿
買
牧
を
行
っ
た
の
を
最
後
に
全
漁
業
構
は
蒲
入
漁
協
の
手
に
錯
し
以
後
の
漁
業
は

規
模
の
犬
小
種
類
の
如
何
を
問
わ
ず
す
べ
て
組
合
を
経
な
け
わ
ば
賓
施
L
待
な
く
な
り
と
、
に
漁
協
が
蒲
入
漁
業
の
心
臓
部
を
占
め
る
.

こ
と
旨
な
っ
た
。

か
く
て
漁
協
を
中
心
に
運
営
さ
れ
る
蒲
入
漁
業
は
暫
く
不
振
に
あ
え
い
だ
鱗
瓢
網
が
営
り
更
に
鯖
巾
着
、
機
舶
底
曳
の
好
調
と

相
ま
っ
て
漁
獲
頓
に
向
上
し
漸
く
本
格
的
に
漁
業
え
の
闘
心
は
高
ま
つ
土
。
昭
和
十
九
年
を
最
後
に
こ
、
の
養
蚕
が
姿
を
消
し
た
の
も

[1] 
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。
漁
獲
高
よ
り
見
れ
ば
昭
和
十
八
年
頃
に
北
し
一
一
十
年
二
十
一
年
頃
は
約
=
一
倍
強
に
更
に
二
十
四
年

二
十
五
年
頃
に
は
六
倍
乃
至
七
倍
に
噌
加
し
て
t
い
る
。
〔
表
町
)
そ
れ
で
も
昭
和
五
六
年
.
二
十
二
年
と
極
端
な
不
漁
の
作
が
あ
る
こ
と

で
か
町
、
る
漁
業
が
来
だ
絶
封
的
安
定
性
を
持
た
な
い
こ
左
が
判
明
す
る
。
日
本
の
漁
獲
倖
産
よ
り
見
て
日
本
漁
業
の
中
根
休
は
個
々
の

漁
家
で
な
く
沙
教
の
一
企
業
体
で
あ
る
。
莫
大
な
漁
獲
を
あ
げ
腕
落
を
ま
ぬ
が
れ
る
震
に
は
強
化
さ
れ
た
自
替
力
あ
る
企
業
体
を
持
た
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
存
好
調
に
あ
る
漁
村
の
組
合
が
す
べ
て
強
い
自
替
カ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
事
貨
を
雄
簡
に
物
語
っ
て
い

る
ο
好
調
の
蒲
入
漁
協
を
今
中
↑
し
く
詳
細
に
見
ょ
う
。
蒲
入
漁
協
は
一
戸
一
株
の
平
等
出
資
で
金
額
は
二
万
円
と
し
出
資
金
総
計
百
三

十
問
万
円
(
昭
二
六
・
六
〕

を
数
え
北
陸
山
陰
の
裏
日
本
漁
協
中
伊
根
に
吹
い
で
い
る
。

現
在
組
合
員
数
六
十
四
人

無
動
力
船
六
十

九
隻
、

I
1

屯
末
満
動
力
結
五
十
八
隼
、
五
屯
以
上
の
一
動
力
結
十
隻
を
持
ち
、
八
つ
の
漁
業
槽
を
行
使
し
て
漁
業
を
営
ん
で
い
る
。
漁
業



槽
は
紐
瓢
網
三
、
落
網
付
締
網
て
幅
付
二
、
築
瀬
一
、
地
先
水
面
専
用
一
、
の
八
つ
で
あ
る
。
最
も
牧
獲
を
あ
げ
て
い
る
の
は
昭
和

二
十
四
年
以
降
の
鯖
巾
着
に
掃
を
屈
せ
ね
ば
な
な
い
。
(
表
口
)
次
い
で
定
置
漁
業
た
る
綿
瓢
網
更
に
大
き
く
落
ち
て
底
曳
漁
業
が
親

き
、
釣
、
水
問
、
蛸
宣
等
所
詞
白
骨
小
漁
業
は
全
休
か
ら
見
て
極
め
て
貧
弱
な
漁
獲
し
か
あ
げ
て
い
な
い
。
即
ち
自
皆
小
漁
業
を
行
う

漁
家
は
多
い
が
そ
の
漁
獲
は
極
め
て
小
で
あ
り
相
劃
的
減
少
を
績
け
て
い
る
。
こ
、
に
鯖
巾
着
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
よ
う
に
資
本
家
的

沖
合
漁
業
が
醤
網
元
的
市
芳
漁
業
を
背
州
市
に
遣
い
や
り
乍
ら
全
体
と
し
て
資
本
家
的
漁
業
え
と
漁
協
を
中
心
に
碍
換
す
る
姿
が
見
ら
れ

る
。
給
興
関
係
を
見
る
と
一
昨
年
度
決
算
の
決
定
事
項
を
調
べ
て
も
大
き
い
差
別
閥
係
は
見
ら
れ
ず
形
式
的
に
は
上
下
一
腹
平
等
な
形

式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
併

L
漁
協
は
形
態
こ
そ
近
代
的
様
式
を
具
え
る
が
そ
の
中
に
は
漁
場
管
理
閣
体
以
来
の
封
建
的
空
気
が
流
れ
支

柱
と
な
っ
て
い
る
の
は
土
地
所
有
関
係
脅
通
じ
て
の
か
つ
て
の
地
主
居
で
あ
っ
た
。
出
費
制
度
の
組
合
で
も
意
識
は
古
く
村
内
部
の
問

題
は
す
べ
て
隣
接
漁
村
と
の
漁
場
宰
い
の
方
向
に
外
ら
さ
れ
で
し
ま
う
。

か
く
て
漁
協
を
運
借
す
る
と
と
は
同
時
に
蒲
入
金
漁
業
を
晶
一
泊
家
を
動
か
す
こ
と
で
こ
、
に
漁
協
道
管
暦
即
ち
役
員
の
重
要
性
を
認

強
化
し
つ
町
、
費
本
家
的
絞
皆
を
行
う
。
現
在
は

O
及
び
T

門
共
に
木
造
船
曾
証
重
佼
)

め
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
役
員
に
よ
っ
て
運
皆
さ
れ
る
漁
協
は
共
同
せ
る
外
部
在
本
台
次
第
に
排
除
し
或
は
併
容
し
乍
ら
自
皆
力
を

と
の
共
同
漁
業
た
る
機
船
底
由
漁
業
を
共
同
で
行

う
の
み
で
ほ
と
ん
ど
全
漁
業
を
漁
協
が
支
配
し
て
い
る
。
金
激
な
漁
業
生
産
の
伸
長
と
非
能
率
的
漁
業
勢
働
に
よ
る
勢
働
力
不
口
血
は
未

だ

r
多
〈
の
矛
腐
を
陶
附
し
て
い
る
が
、
そ
れ
も
昨
今
の
豆
大
釜
本
に
よ
る
無
制
限
無
差
別
漁
業
の
準
出
、
漁
場
喪
失
漁
民
の
沿
海
準
出

或
は
魚
債
と
魚
具
の
シ
エ

1

レ
等
幾
多
の
問
題
が
山
積
さ
れ
た
今
目
、
甘
い
胤
の
漁
協
は
如
伺
に
動
い
て
行
く
で
あ
ろ
う
か
。

間
漁
業
持
働
で
は
十
五
才
か
ら
三
十
才
迄
の
青
年
屠
が
抽
出
協
関
係
漁
業
に
主
ー
と
し
て
従
事
し
四
十
才
以
上
七
十
才
杭
が
自
皆
小
漁

業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
自
家
小
漁
業
の
地
位
の
低
さ
は
販
に
謹
ベ
・
亡
が
勢
働
の
聞
か
ら
も
之
は
看
取
さ
れ
る
。
漁
業
勢
働
の
九
割

組
合
漁
業
を
め
ぐ
る
漁
村
の
寅
態

第
七
十
二
省

E 
E 

第

読

ヨ王

七



組
合
漁
業
を
め
く
る
漁
村
の
賓
館

第
七
十
三
巻

二
五
六

第
三
挽

互王

}'I、

は
用
心
で
農
業
帥
労
働
の
入
割
八
分
の
女
で
あ
る
。
即
ち
男
漁
女
農
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。

m
蒲
入
漁
業
の
中
心
は
漁
協
で
あ
り
そ
の
心
臓
は
役
員
に
よ
り
動
さ
れ
る
と
と
は
既
に
述
べ
た
o

即
ち
漁
協
役
員
は
蒲
入
漁
村
の

支
配
者
で
あ
る
。
今
漁
業
の
安
配
被
支
配
の
百
か
ら
、
漁
協
役
員
関
係
及
び
共
同
資
本
家
居
と
そ
れ
以
外
の
暦
と
を
喪
に
よ
り
比
較
し

て
見
ょ
う
。

パ表

m
t喪
m叫
)

先
づ
漁
協
関
係
別
農
業
持
働
、
経
営
規
模
、
住
宅
欣
況
を
観
察
す
る
。

(
表
市
山
)
日
雇
冷
傭
一
戸
干
均
で
漁
協
役
員
田
市
が
約
己
一
位
向
、

-
=
一
倍
、
山
林
で
は
四
倍
、
そ
の
他
住
宅
関
係
す
べ
て
ヨ
秀
れ
て
い
る
。
叉
半
数
が
貸
附
地
を
持
つ
漁
協
役
員
暦
は
以
外

の
漁
家
群
に
比

L
地
主
的
色
彩
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
。

W

漁
協
関
係
別
に
漁
具
、
農
具
の
所
有
関
係
を
見
ょ
う
。
(
表
日
)
動
力
脱
穀
機
は
ほ
と
ん

E
漁
協
役
員
厨
が
所
有
す
る
に
射
し

他
り
漁
家
居
で
は
傑
か
に
二
割
弱
で
あ
る
。
芝
シ
シ
、
ラ
ジ
オ
に
付
い
て
は
差
別
は
認
め
ら
わ
な
い
。
漁
具
に
就
て
は
犬
網
の
個
人
有

は
な
く
個
人
有
は
小
型
」
民
虫
、
剰
刺
、
附
請
等
の
小
網
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
中
で
も
比
較
的
有
利
な
小
型
底
曳
は
役
畳
居
全
部

同
州
で
は

が
之
を
所
有
し
て
い
る
。
漁
附
で
「
か
ゐ
こ
」
即
ち
一
二
人
乗
の
小
舟
は
女
廿
帯
、
校
長
、
公
吏
の
三
五
以
外
の
六
十
一
戸
は
全
部
之

を
所
有
す
る
。
小
引
動
力
結
も
か
な
り
多
く
約
一
隻
平
均
近
く
持
っ
て
い
る
。
一
一
一
一
一
十
町
殺
の
動
力
船
日
す
べ
て
組
合
有
と
な
っ
て
い

る。町

υ

費
の
九
倍
、
生
計
費
、
公
租
八
公
課
の
一
倍
宇
〉
一
な
り
融
支
出
で
二
倍
に
撞
す
る
。
他
方
牧
入
で
は
漁
協
牧
入
が
略
々
等
し
い
外
は
自
営

現
金
牧
支
の
一
面
に
到
る
と
も
は
や
漁
協
役
員
暦
の
支
削
は
縫
う
余
地
は
な
い
。

(
表
明
叫
)
支
出
で
は
農
業
費
の
一
倖
半
、
漁
業

小
漁
業
の
十
侍
を
始
め
、
農
業
、
利
子
等
の
牧
入
も
数
侍

L
牧
入
糠
計
で
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。
役
員
暦
牧
入
で
は
漁
協
牧
入
は
健
か

二
割
究
会
を
占
め
る
の
み
で
あ
る
が
他
の
漁
家
で
は
賓

r
八
割
近
〈
を
占
め
そ
の
生
存
椿
は
全
く
漁
協
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
漁
協
牧



(表，17)蒲入漁業協同組合種類別漁獲高(車位貫)

ij 
組

機舵底曳 型定

舟 車』 延 目冨 鯖 蛸 桁 そ ムロ

瓢 曳 釣 巾 の

網 置 縮 介観 網 蝿 漬 語 査 網 他 計

昭 20
1 157，615 

昭 21 144，327 

昭 22

昭 2372，167 15，585 24 14，062 19 114 1 1，058 67 21 67 - ! 103，185 
昭 2460，547 7，943 4 ー 19，965 1，179 4:13 203，5991 -!  18 - 1293，688 

~g 25 49，258 5，8441 166 42 4，093 405 139 1，570 142，51司1，8851 249 11712l且，287

(妻18)漁協関係別農業努働・糧管蔵原及び住宅状況(昭27.7) (蒲入)

¥医¥分¥¥ 葱¥¥別

戸
在家勝

一戸平捨耕地面積 貸 ノj¥

平面一山均積林戸

一戸平均住宅

反 E作 メ

田 l畑|計量 戸 1 
敏 教 均|傭人司均 数

タ l

反 重~ 1 1駿 1 

漁び漁協業役員資を本出家している漁家及 9 63 7 128 14 2.8 1.7 4.5 4 1 4.8 43 28 1 

ιl d作 の i閣 家 5， 354 7 1.5 3.9 8 5 1.1 32 20 0.5 

計 64 417 417 一一 12 6 

濯や媛縦制喝し時主主t:c制組 縄平十 11~開 11肘平 協川:!:i 同-?



〆

(表19)漁協関係別農具・漁具所有吠泥(昭27.7)

組
合
漁
業
を
め
ぐ
る
漁
村
の
寅
簡

(諸入)

3U ;2 オ

6

7

3

 

3

4

 

エ〆

ン

2

2

4

 

n
s
q
d
 

ミ動
力
院
穀
機

6

2

8

 

1

1

 

¥¥¥  ......... ¥ 種

底分--¥¥¥|政

漁協役員を出している漁料び漁業資本家 I9 
以外の漁家|

計 I64 

戸

〔豊20)i備関関係別一戸平均現金枕支〔昭27.7)(阜位百円) (蒲入〕

X 
支 出 ~~ 戸 入

農 漁 生

公雲課 I 計 農業牧入
利そ 自d、

t協1位開
業 業 計 6ぞ〉 漁 計 l

敏 費 費 費 子他 営業 入

漁協役漁い員業る漁資を家本出して 9 126 1，026 982 153 2，287 40 1，0日日 4 ， 08~ 
及家び

以外の漁家 55 80 112 696 118 1，186 11 246 1，039 1，335 

第
七
十
三
番

二
五
入

入
及
び
公
租
公
課
の
種
ら
な
い
点
は
漁
協
の
あ
り
方
を
良

第

掠

O 

〈
表
現
す
る
も
の
と
言
え
る
。

か
〈
蒲
入
漁
業
で
漁
協
役
員
暦
の
占
め
る
絶
封
的
地
位

は
一
麿
立
設
さ
れ
た
。
先
に
農
業
に
於
て
も
経
器
規
模
の

点
か
ら
二
反
以
上
暦
が
す
べ
て
の
点
で
二
反
未
満
暦
に
勝

り
そ
れ
は
小
作
閥
係
等
の
封
建
的
諸
関
係
を
過
し
て
村
を

支
肥
し
て
い
る
の
吃
は
あ
る
ま
い
か
と
-
一
円
っ
た
が
之
は
更

に
女
の
よ
う
に
結
び
つ
く
。
蒲
入
漁
業
の
支
配
者
は
漁
協

役
員
と
そ
れ
と
共
同
粧
品
冒
す
る
資
本
家
で
あ
る
。
こ
の
内

拍
門
品
協
役
員
暦
は
す
べ
て
ご
反
以
上
の
経
営
田
地
を
持
っ
て

い
る
。
か
つ
て
漁
業
生
産
力
が
低
〈
且
つ
不
安
定
な
時
代

に
は
か
な
り
の
耕
地
を
蒲
入
に
或
は
村
外
に
所
有
し
た
村

外
地
主
暦
即
ち
「
親
方
ど
り
」
親
方
居
が
中
心
で
、
漁
業

生
産
力
の
向
上
に
伴
い
入
村
し
て
農
業
経
替
を
二
乃
至
四

五
反
迄
縮
小
じ
て
残
部
は
小
作
或
は
高
償
責
付
け
を
し
て

来
た
o

他
方
二
反
未
満
暦
は
費
本
家
を
除
い
て
は
小
作
等

に
よ
り
経
替
を
蹟
張
し
て
漁
家
農
業
の
基
準
た
る
二
三
反



迄
を
耕
作
し
て
飯
米
を
確
保
せ
ん
と
し
て
い
る
。
猪
小
資
本
家
居
は
漁
協
と
山
到
着
し
て
静
一
誌
の
犠
牲
に
於
て
漁
業
牧
入
を
同
指
す
屠
で

あ
る
。
か
く
小
作
閥
係

1
高
額
閤
小
作
料
に
象
徴
さ
れ
る
封
建
性
は
村
の
支
配
暦
に
よ
っ
て
漁
協
と
い
う
近
代
的
仮
閣
の
も
と
に
維
然

強
い
摩
カ
を
以
て
抽
出
家
暦
を
廃
退
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

信

ω
固
定
給
耳
五
千
円
、
歩
合
給
は
摺
水
揚
高
の
一
方
分
の
六
E
月
約
一
万
円
、
配
首
が
一
万
分
の
六
の
同
績
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
丙
最
高

責
任
者
即
ち
大
敷
網
船
長
及
び
巾
着
網
神
扮
長
等
が
二
人
分
、
小
船
長
及
び
副
漁
場
長
噂
が
一
人
半
、
そ
の
他
が
一
人
と
言
う
分
間
歩
合
に

な
っ
て
い
る
。

五

結

三旨百
ロ同

内
地
沖
合
漁
業
の
飛
躍
的
環
建
は
沿
岸
の
網
漁
業
と
共
に
相
互
に
関
連
し
乍
ら
封
建
的
諸
聞
係
に
ゆ
が
め
ら
れ
つ
〉
も
全
体
と
し
て

は
醤
形
態
か
ら
資
本
制
生
産
形
態
え
と
質
的
に
開
換
し
て
来
た
。
繍
入
漁
業
も
中
小
資
本
家
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
賓
本
家
的
沖
合
漁
業

と
網
元
的
H
醤
地
主
的
支
醍
暦
に
よ
る
沿
岸
網
漁
業
と
が
か
ら
み
合
っ
て
来
た
が
、
こ
の
中
小
費
本
家
の
一
部
と
醤
地
主
唐
が
漁
業
協

同
組
合
と
言
う
近
代
的
形
態
の
中
に
融
合
し
て
封
建
的
諸
関
係
を
逆
に
小
漁
民
居
支
配
の
接
点
と

L
乍
ら
全
体
と
し
て
査
本
家
的
漁
業

え
と
衣
換
え
を
し
て
来
て
い
川
る
。
慨
に
見
た
よ
う
に
こ
う
で
は
所
調
近
代
的
漁
業
努
働
者
の
殺
生
は
未
熟
で
大
部
分
は
沿
岸
性
漁
業
に

従
事
す
る
封
建
的
賦
労
働
者
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
漁
民
居
が
大
し
て
分
解
し
な
い
ま
、
に
漁
協
の
支
配
下
に
抱
揺
さ
れ
て

E
大
資
本
と
謝

じ
せ
し
め
ら
れ
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
資
本
家
的
経
骨
体
た
る
漁
協
の
役
員
唐
は
漁
協
を
操
っ
て
資
本
家
的
漁
業
を
営
む
と
共
に
他
方
で

は
封
建
的
活
岸
漁
業
の
支
配
構
を
行
使
し
て
豆
大
資
本
の
牧
奪
を
小
漁
家
群
に
騨
嫁

L
て
い
る
。

更
に
ほ
と
ん
ど
副
次
的
意
味
し
か
持
た
ぬ
浦
入
農
業
で
も
農
民
唐
の
未
熟
な
分
解
は
漁
業
の
そ
れ
に
蓮
な
る
し
土
地
所
有
闘
係
等
を

通
じ
て
示
さ
れ
る
封
建
的
支
醍
も
杢
く
漁
業
商
の
支
配
と
蓮
っ
て
現
在
の
支
配
形
態
即
ち
漁
業
協
同
組
合
役
員
暦
に
よ
る
賢
質
的
支
醍

が
貫
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

組
合
漁
業
を
め
ぐ
る
漁
村
の
賓
態

第
七
十
二
巻

主

九

第

競

ムノ、




